
『
第
５
波
』
で
は
、
「
感
染
し

て
か
ら
５
日
間
も
保
健
所
か
ら
連

絡
な
く
放
置
さ
れ
」
、
市
民
が
命

の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
ま
し
た
。
保

健
所
の
機
能
が
崩
壊
し
ま
し
た
。

７
月
の
感
染
者
は
６
人
、
８
月

の
感
染
者
は
１
７
１
人
と
28
倍
に

感
染
者
数
が
拡
大
し
ま
し
た
。

市
役
所
関
係
で
は
合
計
１
０
６

名
が
感
染
。
こ
の
数
字
は
６
月
議

会
か
ら
２
倍
に
な
り
ま
し
た
。

か
と
う
敏
彦
議
員
は
、
感
染
拡

大
を
防
ぐ
た
め
ワ
ク
チ
ン
接
種
と

定
期
的
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
や
抗
原
検

査
が
必
要
と
市
の
コ
ロ
ナ
対
策
を

た
だ
し
ま
し
た
。

健
康
子
ど
も
部
長
は
、
継
続
的

に
検
査
を
受
け
る
と
な
れ
ば
、
感

染
拡
大
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る

こ
と
も
可
能
か
と
思
う
と
し
な
が

ら
、
現
段
階
で
は
積
極
的
に
実
施

す
る
考
え
は
な
い
と
答
弁
。
検
査

を
行
う
考
え
は
な
い
と
の
立
場
は
、

市
民
の
い
の
ち
を
軽
視
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

令
和
２
年
度
決
算
よ
り

①

コ
ロ
ナ
禍
で
も

基
金
は
４
０
０
０
万
円
増
え
る

基
金
の
合
計
は
、
１
６
９
億
円

と
前
年
対
比
４
０
０
０
万
円
増
加
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
蔓

延
し
、
市
民
の
い
の
ち
、
く
ら
し
、

仕
事
に
影
響
が
で
て
い
る
の
に
、

市
は
、
さ
ら
に
基
金
を
た
め
込
み

ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
も

借
金
は
５
億
円
減
る

借
金
は
１
８
１
億
円
で
、
前
年

に
比
べ
て
５
億
円
も
減
り
ま
し
た
。

基
金
が
増
え
借
金
が
減
っ
た
こ
と

で
、
市
財
政
に
は
さ
ら
に
余
裕
が

で
き
ま
し
た
。

小
中
学
校
の
老
朽
化
対
策
や
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、
特
別
教
室
の
エ

ア
コ
ン
設
置
な
ど
将
来
の
子
供
た

ち
の
教
育
環
境
を
も
っ
と
改
善
で

き
ま
す
。

基
金
の
利
子
は
１
億
円

市
民
の
た
め
に
使
え

１
６
９
億
円
の
基
金
に
対
す
る

利
子
は
、
１
億
円
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
利
子
を

活
用
す
れ
ば
、

削
減
さ
れ
た
福

祉
施
策
を
元
に

戻
す
こ
と
は
可

能
で
す
。
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新型コロナ「第５波」市の感染者は28倍

ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
な
く
、

定
期
な
検
査
で
感
染
拡
大
し
な
い
対
策
を

市役所や学校、福祉施設で感染者は １０６人

〇市職員で感染した職員は６名

〇小中学校のうち13校で、教職員６名、児童生徒32名

〇放課後児童クラブでは、５館５名

〇保育園・認定こども園、幼稚園では、18園で40名

〇高齢者施設では、利用者、施設職員で８施設17名

■コロナによって亡くなった人は１２名

日本共産党議員団が市に申し入れ

左から健康推進課長、健康子ども部長、河合市議、まの市議、かとう市議

新型コロナウイルスから市民のいのちを

守るための対応を求める申し入れ

１．高齢者施設、保育園学校などの勤務者を対象とした定期的な

検査を行うため、市独自でPCR検査、抗原検査体制をとること。

２．いつでもだれでもなんどでも希望する人すべてにPCR検査・

抗原検査を無料で行い、早期に感染者を保護することにより、感

染拡大を防ぐこと。

３．ワクチン接種をすすめるため、市の接種状況をホームページ

で公表すること。

４．３月に要望した、自宅療養者に対する買い物支援や食料支援、

パルスオキシメーターの貸出などを行うこと。

５．県へ自宅療養者に関する個人情報の提供を求めること。

６．自宅療養者からの相談窓口を設置し、不安の解消に努めるこ

と。

７．病児・病後児の保育を病院等で行えるようにすること。

８．市で行えないことは、国・県へ行うよう求めること。

第６波起こさぬ対策と備えを
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ま
の
和
久
議
員
は
、
小
中
学
校

施
設
老
朽
化
対
策
検
討
委
員
会
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
は
、
「
昨
年
視
察
し
た
学
校

を
含
め
、
８
月
ま
で
に
18
校
中
12

校
の
視
察
を
終
え
た
。
今
後
、
残

り
６
校
の
視
察
及
び
提
言
内
容
の

協
議
、
検
討
を
進
め
、
今
年
度
中

に
提
言
を
も
ら
う
予
定
だ
。
施
設

の
必
要
な
機
能
、
ト
イ
レ
改
修
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
も
含
ま
れ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

老
朽
化
対
策
と
学
校
規
模
適
正

化
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
３
月
議

会
で
「
規
模
適
正
化
を
優
先
す
る

こ
と
で
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
行
わ
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
答
弁
に
間
違
い
な
い
こ

と
を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
千
葉

県
八
街
（
や
ち
ま
た
）
市
の
下
校

中
の
児
童
５
人
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
は
ね
ら
れ
て
死
傷
し
た
と
い
う

い
た
ま
し
い
事
故
に
つ
い
て
、
市

の
子
ど
も
た
ち
の
命
が
守
ら
れ
る

通
学
路
に
な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
が
す
ぐ
に
行
っ
た
「
通
学
路

緊
急
点
検
」
の
結
果
は
、

佐
屋
地
区
40
カ
所
。

立
田
地
区
８
カ
所
。

八
開
地
区
11
カ
所
。

佐
織
地
区
21
カ
所
。

合
計
80
カ
所
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。市

は
、
警
察
な
ど
関
係
部
署
と

協
議
を
お
こ
な
い
、
有
効
な
処
置

を
約
束
し
ま
し
た
。

資
材
置
き
場
（
町
方
町
大
山
田
）

の
開
発
に
つ
い
て
、
「
市
民
の
不

安
の
声
が
あ
る
。
建
設
中
、
建
設

後
の
住
民
の
声
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
」
と
市
の
対
策
を
質
問
。

市
は
、
「
道
路
舗
装
の
破
損
の

心
配
に
は
、
関
係
者
が
現
場
立
ち

会
い
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
。
そ
れ
以
外
の
様
々
な

質
問
に
も
市
と
し
て
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
住
民
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
事
業
者
に
対
し
適
切
に

対
応
す
る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
理
用
品
を
十

分
に
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
問
題
に
な
り
、
公
共
施
設
や
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

備
え
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
愛
西
市
で
も
ぜ
ひ
検
討
し
て

ほ
し
い
」
と
要
求
し
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
「
学
校
な
ど
で
の

生
理
用
品
の
配
置
は
考
え
い
な
い
」

と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

愛
西
市
で
は
、
新
日
本
婦
人
の

会
が
「
学
校
ト
イ
レ
の
個
室
に
生

理
用
品
の
設
置
を
求
め
る
要
望
書
」

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
の
バ
ス
停
に
屋
根
の
設

置
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
日
よ
け
が
な
い
、
雨

を
し
の
ぐ
場
所
が
な
い
と
市
民
に

不
便
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
認
め

な
が
ら
、
「
巡
回
バ
ス
検
討
委
員

会
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
他

人
事
の
よ
う
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

河
合
議
員
は
ま
た
、
手
帳
が
な

く
て
も
申
請
が
で
き
る
特
別
障
害

者
手
当
の
周
知
や
、
不
利
益
と
な

る
国
保
の
未
申
告
者
へ
の
申
告
の

周
知
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
よ
り

②

歳
入
・
歳
出
３
０
０
億
円
超
え
る

過
去
最
大
規
模

２
０
２
０
年
度
（
令
和
２
年
度
）

の
歳
入
は
、
愛
西
市
制
に
な
っ
て

過
去
最
大
の
３
１
３
億
円
に
な
り

ま
し
た
。
歳
出
も
３
０
１
億
円
に

な
り
、
繰
り
越
し
は
12
億
円
で
し

た
。市

は
、
自
主
財
源
が
少
な
い
か

ら
と
企
業
誘
致
を
強
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
１
０

４
億
円
を
除
け
ば
、
自
主
財
源
比

率
は
、
例
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

見
か
け
だ
け
で
財
政
評
価
を
す
る

こ
と
は
、
お
か
し
い
で
す
。

監
査
報
告

「
市
の
財
政
は
健
全
」

財
政
の
健
全
性
を
は
か
る
指
針

で
あ
る
、
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
率
に
問

題
な
く
、
監
査
報
告
で
は
「
健
全

な
状
態
で
あ
る
と
」
認
め
ま
し
た
。
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開
発
は
住
民
の
立
場
に
立
っ
て

まの和久

議員

「
生
理
の
貧
困
」
解
消
を

かとう敏彦

議員

巡
回
バ
ス
の
バ
ス
停
に
屋
根
を

河合かっぺい

議員

日
本
共
産
党
議
員
の
一
般
質
問
か
ら

学
校
統
廃
合
優
先
の
老
朽
化
対
策
は
し
な
い

危
険
な
通
学
路
80
カ
所
の
対
策
を

市
内
中
小
商
工
業
者
へ
コ
ロ
ナ

支
援
金
制
度
の
補
正
予
算
可
決

市
内
の
資
本
金
３
億
円
以
下

３
０
０
人
以
下
の
中
小
商
工
業

者
（
卸
売
、
サ
ー
ビ
ス
、
小
売

は
別
定
義
）
に
た
い
し
、
５
万

円
の
支
援
金
（
飲
食
店
は
10
万

円
）
を
給
付
。
申
込
期
間
は
、

11
月
か
ら
１
月
ま
で
。

詳
細
は
産
業
振
興
課

０
５
６
７
（
５
５
）
７
１
２
８

「
議
会
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
映
を
求
め
る

請
願
」
な
ど
３
件
の
請
願

す
べ
て
不
採
択
に

①
議
会
一
般
質
問
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
放
映
を
求
め
る
請
願

②
常
任
委
員
会
議
事
録
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
公
開
を
も
と
め
る

請
願

③
「
市
民
の
権
利
で
あ
る
請

願
権
」
を
守
る
た
め
の
請
願

市
議
会
の
改
革
を
求
め
る

市
民
か
ら
の
３
件
の
請
願
は
、

日
本
共
産
党
愛
西
市
議
団
な

ど
が
賛
成
し
ま
し
た
が
、
反

対
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
多
く
の
地
方
議
会

で
行
わ
れ
て
い
る
基
本
的
な

改
革
を
市
民
が
求
め
た
の
に

対
し
、
反
対
す
る
保
守
系
議

員
は
許
せ
ま
せ
ん
。

愛西市の読者ニュースが毎週

折り込まれます。

お申し込みは共産党市議まで

雨よけ、日よけのない

市役所バス停

ま
の
和
久
議
員
は
、
小
中
学
校

施
設
老
朽
化
対
策
検
討
委
員
会
の

状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

市
は
、
「
昨
年
視
察
し
た
学
校

を
含
め
、
８
月
ま
で
に
18
校
中
12

校
の
視
察
を
終
え
た
。
今
後
、
残

り
６
校
の
視
察
及
び
提
言
内
容
の

協
議
、
検
討
を
進
め
、
今
年
度
中

に
提
言
を
も
ら
う
予
定
だ
。
施
設

の
必
要
な
機
能
、
ト
イ
レ
改
修
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な
ど
も
含
ま
れ

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

老
朽
化
対
策
と
学
校
規
模
適
正

化
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
３
月
議

会
で
「
規
模
適
正
化
を
優
先
す
る

こ
と
で
、
学
校
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
行
わ
な
い
と
は
考
え
て
い
な

い
」
と
の
答
弁
に
間
違
い
な
い
こ

と
を
再
度
確
認
し
ま
し
た
。

河
合
か
っ
ぺ
い
議
員
は
、
千
葉

県
八
街
（
や
ち
ま
た
）
市
の
下
校

中
の
児
童
５
人
が
大
型
ト
ラ
ッ
ク

に
は
ね
ら
れ
て
死
傷
し
た
と
い
う

い
た
ま
し
い
事
故
に
つ
い
て
、
市

の
子
ど
も
た
ち
の
命
が
守
ら
れ
る

通
学
路
に
な
る
よ
う
求
め
ま
し
た
。

市
が
す
ぐ
に
行
っ
た
「
通
学
路

緊
急
点
検
」
の
結
果
は
、

佐
屋
地
区
40
カ
所
。

立
田
地
区
８
カ
所
。

八
開
地
区
11
カ
所
。

佐
織
地
区
21
カ
所
。

合
計
80
カ
所
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。市

は
、
警
察
な
ど
関
係
部
署
と

協
議
を
お
こ
な
い
、
有
効
な
処
置

を
約
束
し
ま
し
た
。

資
材
置
き
場
（
町
方
町
大
山
田
）

の
開
発
に
つ
い
て
、
「
市
民
の
不

安
の
声
が
あ
る
。
建
設
中
、
建
設

後
の
住
民
の
声
に
ど
う
対
応
す
る

の
か
」
と
市
の
対
策
を
質
問
。

市
は
、
「
道
路
舗
装
の
破
損
の

心
配
に
は
、
関
係
者
が
現
場
立
ち

会
い
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

対
応
す
る
。
そ
れ
以
外
の
様
々
な

質
問
に
も
市
と
し
て
状
況
を
注
視

し
つ
つ
、
住
民
か
ら
相
談
が
あ
っ

た
場
合
、
事
業
者
に
対
し
適
切
に

対
応
す
る
」
と
約
束
し
ま
し
た
。

「
コ
ロ
ナ
禍
で
生
理
用
品
を
十

分
に
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
問
題
に
な
り
、
公
共
施
設
や
小

中
学
校
の
ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を

備
え
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
愛
西
市
で
も
ぜ
ひ
検
討
し
て

ほ
し
い
」
と
要
求
し
ま
し
た
。

教
育
部
長
は
「
学
校
な
ど
で
の

生
理
用
品
の
配
置
は
考
え
い
な
い
」

と
冷
た
い
答
弁
で
し
た
。

愛
西
市
で
は
、
新
日
本
婦
人
の

会
が
「
学
校
ト
イ
レ
の
個
室
に
生

理
用
品
の
設
置
を
求
め
る
要
望
書
」

を
提
出
し
て
い
ま
す
。

本
庁
舎
の
バ
ス
停
に
屋
根
の
設

置
を
求
め
ま
し
た
。

市
長
は
、
日
よ
け
が
な
い
、
雨

を
し
の
ぐ
場
所
が
な
い
と
市
民
に

不
便
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
認
め

な
が
ら
、
「
巡
回
バ
ス
検
討
委
員

会
で
話
し
合
っ
て
ほ
し
い
」
と
他

人
事
の
よ
う
な
答
弁
を
し
ま
し
た
。

河
合
議
員
は
ま
た
、
手
帳
が
な

く
て
も
申
請
が
で
き
る
特
別
障
害

者
手
当
の
周
知
や
、
不
利
益
と
な

る
国
保
の
未
申
告
者
へ
の
申
告
の

周
知
の
徹
底
を
求
め
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
決
算
よ
り

②

歳
入
・
歳
出
３
０
０
億
円
超
え
る

過
去
最
大
規
模

２
０
２
０
年
度
（
令
和
２
年
度
）

の
歳
入
は
、
愛
西
市
制
に
な
っ
て

過
去
最
大
の
３
１
３
億
円
に
な
り

ま
し
た
。
歳
出
も
３
０
１
億
円
に

な
り
、
繰
り
越
し
は
12
億
円
で
し

た
。市

は
、
自
主
財
源
が
少
な
い
か

ら
と
企
業
誘
致
を
強
調
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
１
０

４
億
円
を
除
け
ば
、
自
主
財
源
比

率
は
、
例
年
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。

見
か
け
だ
け
で
財
政
評
価
を
す
る

こ
と
は
、
お
か
し
い
で
す
。

監
査
報
告

「
市
の
財
政
は
健
全
」

財
政
の
健
全
性
を
は
か
る
指
針

で
あ
る
、
実
質
赤
字
比
率
、
実
質

公
債
費
比
率
、
将
来
負
担
率
に
問

題
な
く
、
監
査
報
告
で
は
「
健
全

な
状
態
で
あ
る
と
」
認
め
ま
し
た
。
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